
酵母を用いた異種間プリオン感染の分子機構解明 

解 説 
 

1. オリゴマーの有無がアミロイドの構造やプリオン株の表現型を決定する。 

2. オリゴマーの構造多形がプリオン株の表現型や異種間プリオン感染能に
関わる可能性がある。 
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